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<香彩虹奏飛天〉

ら
ん
ま

空
を
飛
ぶ
天
女
、
飛
天
は
寺
院
の
天
井
絵
や
欄
間

で
度
々
見
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

平
成
十
四
年
の
元
旦
、
日
本
経
済
新
聞
の
文
化
欄

よ
し
な
が
く
に
は
る

に
吉
永
邦
治
先
生
の
「
初
春
、
飛
天
と
空
へ
」
と
い

う
記
事
を
読
み
非
常
に
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
高
野
山
大
学
の
或
る
会
合
で
偶
然

に
も
吉
永
先
生
と
同
席
、
先
生
が
高
野
山
大
学
で
学

ば
れ
た
こ
と
、
飛
天
に
つ
い
て
の
想
い
、
話
し
を
伺

いました。

平
成
二
十
年
三
月
、
鯖
大
師
で
は
平
成
元
年
に
発

願
以
来
、
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
般
若
心
経
多
宝
塔
建

「般若心経」

多
宝
塔
に
飛
天
（
天
女
）
が
舞
う

飛
天
と
の
出
合
い

吉永邦治展・平成25年10月１日(火)～12月１５日（日）
南あわじ市滝川記念美術館『玉青館」にて展示作品
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吉永邦治KuniharuYoshinaga
1944年、鹿児島県に生れる。
桑沢デザイン研究所で学びドイツに遊学。
陶芸建築、西洋美術等をロッテ・ロッシェリー氏に学ぶ。
その後、高野山大学に入学し、山本智教博士に、東洋美術、仏教・密教芸術
などを学ぶ。高野山大学文学部仏教学科卒業。
絵画は、山口長男に師事。
「気まぐれ美術館」（新潮社）の著者である洲之内徹氏と出会い、現代画廊
で東洋各地を旅した作品展が開かれ、その度に多大なる影響を受けた。その
時代頃の吉永氏についてインド、アフガニスタンなどの旅の様子や絵ととも
に、洲之内氏が「帰りたい風景」新潮文庫に記している。
過去には国画会などにも出品していたが、現在はグループ展からはなれ、国
内外各地での個展・展覧会に重点をおいて発表し続けている。ライフワーク
である飛天については､平成14年１月１日、日本経済新聞の文化棚に"初春、
飛天と空へ”というタイトルで掲載された。また、飛天の変遷やシルクロー
ドの旅についての講演も各地で催されている。
元・大阪大谷大学・教授現在・関西学院大学非常勤講師
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設
に
着
工
し
ま
し
た
。
工
事
が
進
み
多
宝
塔
の
建
物

が
出
来
る
に
従
い
、
こ
の
多
宝
塔
に
飛
天
が
舞
っ
て

欲
し
い
と
い
う
想
い
が
募
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
の
秋
、
吉
永
先
生
に
多
宝
塔
で
飛

天
が
舞
っ
て
欲
し
い
、
飛
天
を
描
い
て
下
さ
い
と
、

お
願
い
し
ま
し
た
。

今
秋
、
般
若
心
経
多
宝
塔
に
飛
天
が
舞
い
ま
す
。

是
非
共
、
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
飛
天
奉
納
に
皆
様
の
御
理
解
と
お
力
添
え
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

合
掌

鯖
大
師
本
坊
住
職

柳
本
明
善

碕宵慨久柵似哩柵Ｙ聡剛

主な展覧会：
岡山・高梁市成羽美術館、
大阪大谷大学博物館、
奄美・田中一村記念美術館、
商野山溌宝館、枇浜・テラノホール。

個 展 ：
東京・伊勢丹新宿店、銀座・現代画廊、
大阪・阪急うめだ本店、淀屋橘・高宮画廊、
広島・福屋、博多・大丸、鹿児島・山形屋
ブリュッセル・ローレライ画廊（日本大使館後援）
国内各地での個展多数

主な著書：・飛天の道｜小学館｜・東洋の造形Ｉ理工学社’
・吉永邦治素描作品集｜京都書院Ｉ
・風貌釈迦十大弟子Ｉ向陽書房｜他多数
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鯖大師本坊の
携帯サイトです。



二
月
五
日
早

朝
、
高
松
市
街
よ

り
春
日
橋
を
渡
り

テ
ー
ブ
ル
状
の
屋

島
に
向
う
、
屋
島

小
学
校
下
よ
り
ゆ

る
や
か
な
登
り
、

第
十
一
回
満
足
行
の
最
終
回
、
四
国
八
十
八
ヶ
所

お
お
く
ぼ
じ

霊
場
結
願
所
・
大
窪
寺
、
四
国
別
格
二
十
霊
場
、
第

お
お
た
き
じ

二
十
番
・
大
瀧
寺
参
拝
と
高
野
山
の
御
礼
参
り

お

か

じ

す

い

く

な
し

途
中
に
「
御
加
持
水
」
「
喰
わ
ず
の
梨
」
の
霊
跡
、

さ
ら
に
登
り
二
つ
の
山
門
を
く
ぐ
る
と
十
一
面
観
世

や
し
ま
じ

音
菩
薩
・
御
本
尊
の
第
八
十
四
番
・
屋
島
寺
の
本た

堂
、
本
堂
の
横
に
は
、
お
大
師
さ
ま
を
案
内
し
た
太

ざ
ぶ
ろ
う
た
ぬ
き

三
郎
狸
の
大
き
な
石
像
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
建
つ
、
屋

島
は
源
平
合
戦
の

舞
台
、
屋
島
か
ら

源
義
経
の
如
く
急

だ
ん
う
ら

坂
を
檀
ノ
浦
に
下

る。江
戸
時
代
に
四

国
遍
路
ブ
ー
ム
を

第
八
十
五
番
・

や
ぐ
り
じ

八
栗
寺
は
ケ
ー
ブ

ル
駅
の
横
よ
り
登

る
。
五
つ
の
岩

峰
、
五
剣
山
を
背

景
に
本
堂
、
大
師

堂
が
並
ぶ
、
本
堂

起
こ
し
、
今
に
四
国
遍
路
の
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る

し
ん
ね
ん

す
ざ
き
じ

真
念
大
法
師
の
墓
を
洲
崎
寺
に
訪
ね
参
拝
す
る
。

人
生
即
遍
路満

足
行
巡
拝

パート６ ｊｉ

源
平
合
戦

歩
く
お
遍
路
第
十
一
回

̅毒了了rV-扇言
一

噌翻繍デ ま
ん
ぞ
く
ぎ
よ
う
じ
ゅ
ん
ぱ
い

の

四
国
八
十
八
ヶ
所
・
別
格
二
十
霊
場

露▲ 里
を
歩
く

心

灘 冨冨冒鰯望

認

一「１１１ 第84番・屋島寺
太三郎狸’第85番･八栗寺 屋島

か
ん
き
て
ん

前
に
歓
喜
天
が
お
祀
り
さ
れ
て
お
り

さ
ん
」
と
し
て
名
高
い
。

八
栗
寺
よ
り
裏
参
道
を
下
り
国
道
十
一
号
線
、
海

し

ど

じ

沿
い
に
旧
道
を
歩
く
と
第
八
十
六
番
・
志
度
寺
、
秋

の
夕
暮
れ
は
早
く
夕
方
五
時
に
薄
暗
く
な
る
。

志
度
寺
は
西
暦

六
二
五
年
に
開
創

さ
れ
た
と
い
う
歴

史
の
古
い
寺
、
広

い
境
内
に
五
重
の

塔
が
そ
び
え
建

つ○

な
が
お
じ

二
月
六
日
早
朝
、
第
八
十
七
番
・
長
尾
寺
に
向
っ

て
長
尾
街
道
を
歩
く
。
長
尾
寺
の
少
し
手
前
に
コ
ン

ビ
ニ
、
店
内
で
飲
み
喰
い
が
出
来
る
。
寒
い
朝
は
あ

り
が
た
い
。
コ
ン
ビ
ニ
は
遍
路
の
オ
ア
シ
ス
で
あ

る。長
尾
寺
は
本
堂
、
大
師
堂
と
並
び
、
掃
除
の
行
き

届
い
た
境
内
で
気
持
ち
良
く
読
経
を
す
る
。

第
八
十
八
番
・
大
窪
寺
に
は
前
山
ダ
ム
の
道
の
駅

く
る
す
ゆ
ず
り
は

を
過
ぎ
来
栖
よ
り
讓
波
と
山
道
を
歩
く
。
林
道
を
少

し
歩
き
女
体
山
へ
の
急
登
、
山
頂
下
の
岩
場
を
登
る

と
標
高
七
七
四
ｍ
の
女
体
山
山
頂
、
天
気
の
良
い
日

は
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
が
、
今
回
は
一
面
の
ガ
ス
と

冷
た
い
風
、
山
頂
よ
り
一
気
に
下
り
大
窪
寺
本
堂
御

宝
前
で
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
の
最
後
の
お
勤

め
を
す
る
。
大
窪
寺
か
ら
別
格
霊
場
第
二
十
番
・
大

瀧
寺
ま
で
は
二
○
畑
、
大
窪
寺
参
拝
後
、
徳
島
県
の

わ
き
ま
ち

県
境
、
脇
町
ま
で
先
歩
き
を
し
大
窪
寺
の
近
く
、
温

晩
秋
の
日
暮
れ
に
急
ぎ
早
朝
に
歩
く

に
Ｊ
た
い
署
人

八
十
八
ヶ
所
最
後
の
難
所
、
女
体
山
越
え

平
成
聞
年

２
月
５
日

よ
り

２
月
Ⅱ
日
一 一 二

＝し
よ
う
て
ん

「
八
栗
の
聖
天

第86番・志度寺
五重の塔

じ
そ
ん
い
ん

慈
尊
院
は
お
大
師
さ
ま
が
高
野
山
を
開
か
れ
る
時

基
地
と
さ
れ
た
寺
、
ま
た
、
お
大
師
さ
ま
の
お
母
さ

ま
が
住
ま
わ
れ
た
寺
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
（
二
○

○
四
年
）
に
高
野
山
、
大
峰
山
、
吉
野
と
共
に
「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
そ
の
参
詣
道
」
と
し
て
慈
尊
院
と

高
野
山
へ
の
道
「
町
石
道
」
も
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
慈
尊
院
か
ら
高
野
山
の
大
塔
ま
で
約
二

十
一
ｍ
、
こ
の
間
に
一
町
（
一
○
九
ｍ
）
ご
と
に
高

さ
三
ｍ
の
石
で
出
来
た
五
輪
の
塔
が
百
八
○
基
建
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
町
石
に
導
か
れ
て
高
野
山
に
登
り

ます。

》

慈
尊
院
か
ら
急

坂
を
登
る
と
紀
の

川
や
橋
本
市
を
望

む
展
望
台
、
さ
ら

に
登
る
と
六
本

あ
熊
の

杉
、
天
野
の
里
に

二
月
七
日
、
昨
日
先
き
歩
き
し
た
県
境
い
脇
町
ま

ひ
ろ
だ
な

で
車
を
使
い
、
五
時
半
、
広
棚
よ
り
ラ
イ
ト
片
手
に

林
道
を
登
る
。
枯
枝
、
ぬ
か
る
ん
だ
石
こ
ろ
道
と
歩

き
に
く
い
。
標
高

九
三
○
ｍ
の
大
瀧

寺
、
今
年
は
雪
が

少
な
い
と
の
こ

と
、
残
雪
が
少
し

残
る
本
堂
御
宝
前

で
四
国
別
格
二
十

霊
場
最
後
の
お
勤
め
を
す
る
。

車
で
鯖
大
師
本
坊
へ
移
動
、
鯖
大
師
へ
ん
ろ
会
館

に
宿
泊
す
る
。

二
月
八
日
、
午
前
五
時
四
十
分
発
の
南
海
フ
ェ

リ
ー
に
乗
船
、
和
歌
山
港
よ
り
歩
く
、
県
庁
前
を
通

い
わ
で

り
東
警
察
署
か
ら
紀
の
川
南
岸
の
県
道
を
歩
き
岩
出く

市
に
出
る
。
か
つ
ら
ぎ
町
か
ら
紀
の
川
に
沿
っ
て
九

と
や
ま

度
山
町
ま
で
歩
く
、
川
風
が
冷
た
い
。

泉
旅
館
・
竹
屋
敷
ま
で
車
で
引
き
返
し
宿
泊
す
る
。

ら
ふ
う
い
し
み
ち

町
石
道
、
お
大
師
さ
ま
を
信
仰
す
る
道

四
国
別
格
二
十
霊
場
、

最
高
所
の
寺
、
大
瀧
寺

…

を
歩
き
奥
ノ
院
に
参
拝
し
ま
し
た
。
二
月
十
日
午
後

一
時
、
奥
ノ
院
を
参
拝
、
平
成
二
十
三
年
六
月
よ
り

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
、
四
国
別
格
二
十
霊
場
を
六

回
に
分
け
五
十
一
日
間
、
一
、
三
三
○
ｍ
を
歩
き
巡

拝
、
高
野
山
奥
ノ
院
参
拝
で
無
事
、
満
願
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

多
数
の
方
々
よ
り
応
援
、
お
接
待
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

修
行
日
数
六
日
間

歩
行
距
離
一
四
七
、
三
ｍ

闘暫慨久澗胤哩柵Ｙ聴剛

た
。
こ
の
道
が
今

に
女
人
道
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
大
門
の

お
助
け
地
蔵
よ
り

奥
ノ
院
の
近
く
中

ノ
橋
ま
で
女
人
道

は
高
野
山
の
守
り

に
ゆ
う
つ
ひ
め

神
、
丹
生
都
比
売

じ
ん
じ
ゃ

神
社
、
八
丁
坂
を

登
る
と
石
の
鳥
居

が
二
つ
並
ぶ
ニ
ッ

け
さ
が
け

鳥
居
、
袈
裟
掛

い
し石

、
押
上
石
、
鏡

高
野
山
は
明
治
の
初
め
ま
で
女
人
禁
制
、
女
の
人

は
高
野
山
を
囲
む
峰
々
を
巡
っ
て
参
拝
を
し
ま
し

石
な
ど
の
霊
跡
、
最
後
に
急
坂
を
登
る
と
大
門
が
目

の
前
に
現
わ
れ
る
。

に
ょ
に
ん
ど
う

高
野
山
の
峯
々
を
巡
る
女
人
道

搬珊剛 瞬赫翻雌職軸
第十一回満足行

全コース
修行日数５１日間
歩行距離1,330km LＬ

丹生都姫神社女人道



Ｉ
青
森
県

野
呂
喜
久
恵

東
京
都

新
井
久
子

北
海
道

篭
瀬
枝
美
子

青
森
県

葛
西
ツ
ワ

元
木
亮
子

北
海
道

吉
膳
美
枝

千
葉
県

山
本
富
士
実

和
歌
山
県

高
尾
静
子

蕊
木
と
し
ゑ

徳
島
県

上
平
雅
子

愛
媛
県

橋
本
美
子

佐
賀
県

桑
原
ス
ミ
代

青
森
県

白
戸
妙
典

兵
庫
県池田

侑
美
枝

徳
島
県横川

武
美

大
阪
府

木
下
文
雄

木
下
ト
ヨ
ノ

馬
頭
観
音
大
の
ぼ
り
徳
島
県

徳
島
県

’

南 烏 兵
庫
県

天
喜
万
智

奈
良
県

藤
江
孝
子

和
歌
山
県

北
野
福
一

岡
山
県

安
田
典
子

行
安
史
郎

山
本
力

天
野
恒
道

広
島
県

松
浦
キ
ミ
コ

徳
島
県

河
野
守
義

丸
田
賀
朗

松
島
正
治

香
川
県

樽
井
良
江

愛
媛
県

向
井
稔

村
上
チ
ヨ

田
中
洋
子

豊
永
紀
子

大
分
県

糸
永
代
継

鈴
川
清
子

平
成
二
十
四
年

十
二
月
一
日
よ

り
平
成
二
十
五

年
六
月
三
十
日

ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で

す。（敬称略）婁季
’』’

本
来
は
毎
日
心
が
け
る
事
で
す
が
、
日
頃
は
忙
し
く
実
行
で
き
な
峠

い
は
六
波
羅
蜜
を
実
践
し
、
自
然
の
恵
み
を
た
た
え
生
物
を
慈
し
み
、

ご
先
祖
さ
ま
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
で
ご
供
養
下
さ
い
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し

宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
表

鯖
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の

奉納致します。

お
彼
岸
は
年
二
回
、
春
分
の
日
と
秋
分
の
日
を
（

日間をいいます。

こ
の
日
は
昼
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
と
な
り
、
仏
散

世
」
と
「
浄
土
」
の
接
す
る
日
と
い
わ
れ
迷
い
の
こ

渡
る
た
め
の
教
え
（
六
波
羅
蜜
）
を
守
り
、
日
々
の

-

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

般
若
心
経
多
宝
塔

お
写
経

お
写
経
用
紙

（三十枚つづり）

一
冊
千
円

荷
具
送
料
三
百
円

|■ ｜’gl 出
い
た
だ
い
た
お
写
経
は
多

-さい、お送りします。

方
々
の
お
写
経
を
多
宝
塔
に

Ｉ

生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
が
、

奉納お写経１０５，７０１巻
上記の巻数は、平成２年１２月１日より

平成25年６月30日までの累計です。

’

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

青
森
県田

正
末

卿
宮
ナ
リ

宮
城
県

伊
藤
と
よ
子

丹
治
は
る
み

畠
山
さ
ち
子

千
葉
県

山
本
憲
示

山
本
洋
子

東
京
都

高
橋
京
子

大
松
慈
永

鍔
本
と
し
子

八
木
岡
一
枝

飯
島
睦
子

平
田
澄
子

新
潟
県

本
間
路
子

富
山
県

原
節
子

愛
知
県

長
谷
川
誠
次

島
和
子

滋
賀
県

佐
野
信
恵

小
野
妙
圓

大
阪
府

橘
美
千
子

山
崎
民
子

辻
林
節
子

演
田
孝
子

兵
庫
県

加
藤
有
里
子

市
村
明
子

松
浦
幸
子

品皿暦逗翌孟ヴｎｍ

般若ｔ経嬉劃

寄
進
者
昌

■ 5 叶 . ． ー ＝ 一 ． - - ＝ #

’’一一一一厄留９冊

■■■

万
．耐臥卜

■■■■

｢ ■

回
■■

四Ｍ既』日

ユＵＦＥｍＦ画即自脾曲

御
奉
納

彼
岸
の
入
り
か
ら
明
け
ま
で
七
日
間

一霊・三千円

大
我
羅
審
と
は

秋
の
彼
岸
・
ご
併
養
の
お
勧
め

お
写

一巻

経
奉
納
料

（
一
枚
）
千
円

奉
納
の
お
願
い

八月 匪罰
諒
戎
・

祖
脈
訓

跣
蝿
下出

い
串
閂
ｏ
，
し》

凝
喜
鈍
方

》一一一一》《
をご供養

お盆供養のご案内

ご供養ご希望の方は至急にお申し出下さい。

十四日 十五日



鯖大師だよﾚノ (平成25年７月21日）第72号(年２回１．７月発行）」

ご法礼大祭
十一月三日（日）文化の日

大ネ
『え

の
た

ま
た

さ
を

師
恩

大
ご

お
盲 ぶ 厄除開運大柴燈謹霞|家内安全大般若経法要’

水 琴 … 艤 雌 餌 藝 鋤 午 繭 恥 時
義藤種詮議鐙諾纒法要棒鋤輸棉時
厄應廐運夫驍燈霞摩應睡韓勤謂菱一膳
澱爽獲り修行に琴痂して下篝い画
奉祝夫もち擾げ鮭軍塲）午後三時
※うどんお接待

■
行
事

本年もご法礼大祭を上記の如く盛大に修行する予定です。
ご参加､ご拝顔を楽しみにしております。

|◎前日､及び当日ご宿泊の方は十月二十日までにお申出ください。 ｜火渡り修行奉祝大もち投げ

飛
天
の
研
究
、
第

三
年
の
月
日
を
か
け

います。
鯖
大
師
で
は
多
壼

の
間
に
壱
千
文
字
〈

発
願
、
奉
納
ご
寄
准

当
日
、
結
願
法
専

納
者
の
お
願
い
事
存

そ
の
願
い
を
飛
翔
し

結
願
法
要
を
厳
修
致

※
飛
天
曼
茶
羅
は
＋

ご
開
帳
結
願
法
亜

帳
致
し
ま
す
。
脾

天
群
・
曼
茶
羅
空

飛
天
さ
ま
と
の
糊

「
飛
天
曼十

大祭、
- 一 一 一

、 、 、ご
参
加

※法要全
ご希函 １１１

正 般 観
司

淳一匪
音
経

芳
心

観
音

脳■参而輯王一の ナ第十
月

要穣
ど
う

空
間

御
縁

宝
瑳（股進の要で、

をし
て

致
し

一 寺 一一一 や 二
Ｉ 奈 剛賓

飛
天
曼
茶
羅
荘
厳
に
あ
た
り
、
内
壁
と
飛
天
群

収
若
心
経
・
観
音
経
・
正
観
音
御
真
言
等
）
奉
納
を

幻
方
の
代
表
と
し
て
浄
書
、
封
印
致
し
ま
す
。

ビ
は
壱
千
文
字
奉
納
発
願
で
ご
寄
進
い
た
だ
い
た
奉

天
空
よ
り
舞
い
降
り
て
来
る
飛
天
さ
ま
に
よ
り
、

」
光
り
輝
く
天
空
界
へ
届
け
て
戴
く
よ
う
、
ご
開
帳

します。ご宿泊希望の方一

加
、
宿
泊
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
、

の
方
お
早
め
に
お
電
話
下
さ
い
。

月
一
日
（
火
）
開
白
法
要
か
ら
十
一
月
二
日
（
土
）

仮
も
、
十
二
月
十
五
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
、
ご
開

フ
か
、
こ
の
機
会
に
多
宝
塔
内
に
お
入
り
戴
き
、
飛

脚
の
宇
宙
と
生
か
さ
れ
て
い
る
命
尊
さ
を
体
感
し
、

豚をお結び下さい。

開
帳
鈷
願
法
要
」
式
次
第

詮

一

遍

心

経

七

遍

昔
御
真
言

壱
千
遍

人
者
で
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
が
心
魂
を
注
ぎ

元
成
さ
せ
た
、
飛
天
の
ご
開
帳
結
願
法
要
を
執
り
行

小羅、ご開帳結願法要」

月
二
日
（
土
）

夜
七
時
よ
り

夜祭（宿泊のご案内）

’’ お盆にはご先祖さまに良い香りを1１特選鯖大師銘香大土寸
智慧の香り(金粉入り）本 格

白 壇璽巖恥
̅ , :

鰯鵬聯‘徳用（1,600円）

鮒大師渦櫛 窪

般 若謹選
徳用（2,400円）

鯖火Ｉ
毎一一

え愚 小箱（1,200円）小箱（1,000円）小箱（800円）
、画雪哩

峡大鹿＊坊$$淑

※ご希望の方は品名､個数をお知らせ下さい｡送らせていただきます｡尚､送料の負担をお願い致します。

’



篭麗童肉に塞安晶瀧階冨祈願申し上げます。身丈別叩

奉
安
、
ご
祈
願
ご
希
望
の

方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

護
摩
堂
内
奉
安
護
摩

祈
願
の
大
不
動
明
王

＊ 轍写？。火
炎
に
お
願
い
事
、
お
名
前
を
記
入

（｜人・一体．’願）

」祈願大不動明王

ム

’｡ ， Ｄ Ｕ Ｏ i，蹴罪Ｗ 哨’ＩＬ

＆

醗
藍

Ｉ

ござ２
１

， ４ -
一 〃

ｆ』 ’

大
不
動
明
王
、
千
体
地
蔵
尊
の
各
ご
祈
願
、
ご
浄
財

の
ご
芳
名
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
よ
り
平
成

二
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
お
申
し
出
、
奉

納
し
て
い
た
だ
い
た
方
で
す
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
す
で
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
方
で
、
こ
の
期
間
以
外

の
方
は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
（
敬
称
略
）

大阪府肺
大
阪
府
市
道

愛媛県剛剛
’ 願大
菫零
ご動
芳 明
名王’

重
さ
８
蛇

ご祈願願主奉納料
金参拾萬圓也

や上『ｌｌＩＩ

奉
納
さ
れ
た
方
で
す
。

年
六
月
三
十
旦
ま
で
に

合平
成
二
十
四
年
十
一

二
口
（
二
名
）

恭 勝 芳 雅 一
三 子 文 人 成

-

日
よ
り
平
成
二
十

計
（
十

口
へ
Ｉ- ’Ｉ

四口） 愛
知
県
谷
村
と
し
子

一

一

名
…

岩
手
県畠

山
ト
ミ
子

群
馬
県伊

藤
照
椀

駒
井
千
惠
子 日

高
康
子

広
島
県
高
田
郁
子

不動鯛襄。白

ご湧璽』芳名（

１ -

五 月

へ
ん
ろ
会
館
、
設
備
に
お
き
ま
し
て

は
宿
泊
の
方
に
十
分
な
お
世
話
、
行
届

か
な
い
所
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
頂
い
た
ご
浄
財
に
て
、
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
畳
・
襖
を
張
り

替
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

畳
替
え
ご
浄
財
ご
奉
納
さ
れ
た
皆

様
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す。こ
れ
か
ら
も
、
お
遍
路
さ
ん
が
快
適

に
お
泊
り
出
来
ま
す
よ
う
、
お
力
添
え

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
蔵
尊

ご
芳
名

香
川
県浮

田
と
し
子

佐
賀
県桑

原
高
士

ー

衣
観
音
一万円以上一

口
千
円

頁お電話陣犀哩ぼ

あ
な
た
の
お
願
い
事
を
、
檀
木
に
浄

写
し
て
大
柴
燈
護
摩
修
行
に
て
、
ご
祈

念
お
焚
き
上
げ
致
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
本
お
集
ま
り

次
第
、
〆
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
の
程
。

｜・１ １十
一
月
三

お
大
師
さ
ま
御
修
行
の
霊
地
、
四
国

鯖
大
師
本
坊
で
永
代
に
ご
供
養
致
し
ま
す
。

大柴燈護摩壇木奉納のお願い

※
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

◎
お
位
牌
、
過
去
帳
、
亡
く

壇
木
奉
納

一本（一願）

永代。
養致します。

御
法
名
を
毎
月
の
御
命
日
に
永
代
に
ご
供

月
命
日
供
養過

去
帳
記
入

位
牌
箔
か
り
命
日
併
養

過
去
帳
記
入

祥月命日特別御供

位牌一
基
参
拾
万
円

一
基
姶
万
円

お申し出下さい。

壱 な
ら
れ
た
方
の

万
養円 八祭

Ｌ

へんろ会館、畳替え御浄財の御礼



１

東
京
都

愛
知
県

千
葉
県

北
海
道

青
森
県

群
馬
県 鍵癖腿雛菰瞳遡

り圭蕊殆観管ざまは、

遥銭菅さま寒壼肇隻認崇里忽境

の健、やさしい手羅蕊し延べてくれるとい勃謹悲璽形栃表れです。

棚菅誉まにお願い躯のある友永代電極鍾潅錘鬮鬮ろ方は、

になられ、ご加睡醤愛けら拠霞すよ易婚繍蕊巍脳鬮璽四

その姿を変え救いの手を離し延べて下巻いま傘も澗蒋さまの手が長い

世罪より準黍零陛罪に降りて麓畢驫も

だ
い
じ
だ
い
ひ

《γ牝恐の心で私たちを苦しみから救い導く仏、観音ざまにお願いを〃

白衣観
そして、三十三通りの饗に変わ蝿私たち一人一兆衝誰怖に応じて、

衣
阿
部
弘
子

野
呂
喜
久
恵

伊
藤
照
腕２体

伊
藤
修
聖

駒
井
千
惠
子
２
体

駒
井
満
職

山
田
喜
美
子

小
倉
節
子

斉
藤
裕
子

内
田
章
幹

２
体

藤

野

陽

藤
野
友
加
理

平
糠
ャ
イ

橋
本
鈴
子
２
体

音 …ま お蔭γ臘幽下唇い。罵訟庸騨祇荏お送り致します。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
よ
り
平
成

二
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。
（
敬
称
略
）

高
知
県

佐
賀
県

愛
媛
県

大
阪
府

岡
山
県

広
島
県

三
重
県

ご芳名
白衣観世音願主料
弐 万 円
（１体１願）

◎お願い事､お名前を刻印し
御祈念後､西国三十三観
音お砂踏み霊場に奉安し
ます。

石
原
了
文２体

市
道
一
成

玉
木
ク
ニ
ヱ

日
高
康
子

高
田
郁
子

山
内
美
緒

西
岡
勝
子３体

匿

名

西
川
健
二

桑
原
ス
ミ
代

願主

’｢鯖大師ホームペーンー ●
色 蓮

華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
し
て

いただける方は、お願い事、

施主名をお知らせ下さい。

※
申
し
込
み
用
紙
を
お
送
り
致
し

ます。
０
１
Ｊ
Ｈ
月
Ｉ
Ｌ
Ｍ
ｐ
４
２
ｎ
郭
阿
心
し
至
々
-
し
剴
己

す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万
円

と
し
各
霊
場
側
面
に
府
県
名
、

ご
芳
名
を
記
し
永
代
に
ご
供
養

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。合

掌

不
動
洞
内
、
八
十
八
ヶ
所
各

霊
場
ご
宝
前
に
立
体
的
な
蓮
華

台
を
設
置
。
蓮
の
華
に
い
だ
か

れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の

尊
い
ご
縁
で
生
か
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
毎
日
あ
ら
ゆ
る
力
の
お
か

げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
尊
い
お
か
げ
の
心
を
ご
供
蕊

す
る
お
気
持
ち
で
蓮
華
台
奉
納

の
お
申
し
出
を
お
願
い
致
し
ま

け
で
生
活
し
て

の
尊
い
お
か
げ

す
る
お
気
持
ち

糾随耐蓮華台奉納供

い
ご
縁
で
生
か

た
毎
日
あ
ら
”

不可
私
た
ち

URLhttp:"Www.sabadaishihonbou.jp
＊ホームページでは鯖大師由来、過去の
鯖大師だよりの掲載、護摩祈願。ご供
養等のお申し出、またお線香のご注文
等お受けしております。

ら
、
お
砂

置
。
蓮
の

た
ち
は
ご
先
姻

で
生
か
さ
れ
て

今川剛一」
内
、
八

養は一口一

側面に府喧
* 十
勺八秤
的
な
蓮
華

季
に
い
だ
か

ふ
み
修
行
を

ｑ〃
。」先祖様の

』れており、

や
力
の
お
か

り
ま
す
。
こ

心
を
ご
供
蕊

淫
華
台
奉
納

腿
い
致
し
ま

一
口
壱
万
円

卜府県名、

ｗ
に
ご
供
養

致
し
台
奉 ０

可 』

｜
’、

フ
＊

。■■毛■■■■■■・」

h_i､ログ「鑑グ「鯖大師本坊 〆̅１ 画一ロＩ壱万円

※一入何口でもお受けいたします。

『志？悪 響凹主で寒’ 養歩き遍路・沙門明善」
*満足行修行の道中日記や写真、その他
行事には更新しています、良かったら
ご覧ください。

の
お
願
い(-ヶ寺30名様完成品）

奉納者名は不動洞にて永代
にご供養致します。

Ｐ

’第ｊ仙伽柵一
岩
手
県
薄
衣
ユ
フ

群
馬
県
小
倉
由
莉

東
京
都
岩
井
秀
夫

岩
井
隆
明

高
野
忠
男

愛
知
県
田
島
明
應

徳
島
県
井
上
艶
子

徳
善
榮
子

三
口

野
村
智
恵
子

香
川
県
中
村
一

白
山
福
義

ゞ
完
成

年恥川川畑澗一
北
海
道
菊
池
恵
美
子

○西国三十三観音｛各御本尊）

○インド八大仏跡〈釈迦如来）

蓮
華
台
奉
納
一
ご
芳
名

舗蝋御仏体奉納のお願い永代鬘

』 ＃
一北海道金田真智子
桑
原
シ
ゲ

桑
原
勝
義

青
森
県
野
呂
喜
久
恵

宮
城
県
伊
藤
と
よ
子

伊
藤
喜
寿
雄

群
馬
県
小
倉
節
子

神
奈
川
県
桑
原
政
昭

愛
知
県
水
野
進

滋
賀
県
中
島
恵

中
島
裕
介

大
阪
府
故
、
草
地
ナ
シ
子

故
、
草
地
兼
光

田
中
久
一

田
中
三
津
子

田
中
俊
明

田
中
優

香
川
県
太
田
ミ
ッ
ヱ

○
中
国
、
入
唐
赤
岸
鎮
〈
弘
法
大
師
）

○
中
国
西
安
市
青
龍
寺
｛
恵
果
阿
闇
梨
）

鯖大師では、お砂踏み霊場の御仏体建立奉

納をお願いしております。

当代の仏師長野六弘師に依頼、各御本尊彩

色彫りにて御厨子、納骨台に御芳名を刻印納

骨致します。

御仏体は鯖大師にて永代に供養きせていた

だきます。

※奉納していただける方、（三十六ヶ所）指定ヶ

所をお申し出下さい。資料お送り致します。

一幟辮》赫胸蛎熱聯岬獺一

■

１

Ⅱ

．

高
知
県
中
平
サ
チ

｜萎訓盤
大
阪
府
南
行
則

南
政
子

南
邦
明

南
ブ
ル

南
ド
ボ

三
十
口

亮
ｌ
成

一第八脚洲洲一
徳
島
県
佐
藤
充
寛

佐
藤
典
子

小
川
恵
里

小
川
真
希

小
川
美
和

平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
よ

り
平
成
二
十
五
年
六
月
三
十
日

ま
で
に
奉
納
祈
願
さ
れ
た
方
で

す。

（敬称略）

’

餓獅御世謙静藤願主
のお勧め

犀 一
聴主

錐島県
山 田 太 郎
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蓉
皇
凌
一
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審
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禾
基
塁
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塀
樋
胤

製造を群芙受蚤御髪を負穏狩款蔀復撫

是
舎
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美
術
法
塁
刺
不
生
不
識
不
葹
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浄
リ

ボ
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臓
走
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隻
牢
擢
セ
連
奏
穏
狩
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唖
矛
卜
斗
式
夢
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平成25年10月１日(火)～１２月１５日（日）

今
回
、
飛
天
曼
茶
羅
荘
厳
に
際
し
て
飛
天
さ
ま
に
壱
千
文
字
奉
納

を
発
願
致
し
ま
し
た
。
飛
天
群
の
入
る
内
側
に
「
般
若
心
経
・
観
音

経
・
正
観
音
御
真
言
等
の
梵
字
」
の
壱
千
文
字
を
浄
書
し
封
印
し
ま

し
た
。
皆
様
の
願
い
が
叶
い
届
け
る
よ
う
に
と
祈
り
を
込
め
、
正
観

音
御
真
言
壱
千
遍
を
唱
え
、
皆
様
の
代
表
と
し
て
浄
書
さ
せ
て
戴
き

ました。
毎
年
、
二
月
二
日
、
十
一
月
二
日
の
年
二
回
、
大
祭
・
前
夜
祭
と

し
て
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
壱
千
遍
の
御
真
言
を
唱
え
「
祈
り
．
ご
開

帳
結
願
法
要
」
を
致
し
ま
す
。
ど
う
か
、
ご
参
加
い
た
だ
き
飛
天
さ

ま
と
の
ご
縁
を
お
結
び
下
さ
い
。

来
年
は
、
お
大
師
さ
ま
四
国
霊
場
開
創
千
二
百
年
記
念
に
あ
た
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
先
祖
さ
ま
が
お
四
国
を
お
参
り
さ
れ
、
お
か
げ
を

受
け
ら
れ
て
来
た
よ
う
に
、
ご
自
身
が
、
子
、
孫
、
子
々
孫
々
に
至

る
ま
で
、
こ
れ
よ
り
千
年
先
ま
で
も
受
け
継
が
れ
ま
す
事
を
祈
っ
て

おります。

合
掌

十
一
月
二
日
（
士
）
、
ご
開
帳
結
願
法
要
を
厳
修
致
し
ま
す
。
ど

う
か
、
こ
の
機
会
に
多
宝
塔
内
に
お
入
り
戴
き
、
宇
宙
を
感
じ
ご
自

身
が
生
か
さ
れ
て
い
る
命
で
あ
る
尊
さ
を
体
感
し
て
欲
し
い
と
想
い

ます。祈
り
、
壱
千
文
字
浄
書

奉
納
の
発
願

ギャラリートーク
10月６日（日）・午後２時から（予定）
１１月１０日（日）・午後２時から（予定）
本展館内…聴講無料（申込不要）

入館料必要

南あわじ市滝川記念美術館
玉 胄 館
G Y O K U S E I M U S E U M

〒656-0314兵庫県南あわじ市松帆西路1137-1
TELO７９９(36)２３１４ ０
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宙
に
舞
う
飛
天

|’「 一
○
一
三
年

天
地
天
空
飛
天
へ
の

夢
曼
茶
羅
・
四
国
霊
場
に
開
華

吉永邦治展・平成二十五年十月一日（火）～十二月十五日（日）

南あわじ市滝川記念美術館「玉青館」にて展示作品

１

１

Ｉ

飛
天
の
研
究
、
第
一
人
者
で
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
は
ギ
リ

シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
西
洋
美
の
世
界
、
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
、

中
国
な
ど
広
く
ア
ジ
ア
各
地
の
東
洋
美
の
世
界
を
四
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
巡
歴
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
永
師
は
高
野
山
大
学
時
代
よ
り
飛
天
を
求
め
、
ア
ジ
ア
各
地
に

伝
わ
る
、
数
え
き
れ
な
い
程
の
飛
天
を
描
き
、
探
究
さ
れ
続
け
て
い

ます。今
回
、
多
宝
塔
内
部
の
総
壁
面
に
天
空
界
よ
り
飛
天
群
が
舞
い
降

ります。
吉
永
師
は
多
宝
塔
に
飛
天
群
を
招
来
す
る
た
め
に
三
年
の
月
日
を

か
け
、
心
魂
を
注
ぎ
描
き
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様
が
願
い
を

込
め
て
書
か
れ
た
お
写
経
を
、
天
空
よ
り
降
り
て
き
た
飛
天
さ
ま

が
、
そ
の
願
い
を
天
空
界
へ
と
飛
翔
し
届
け
て
戴
け
る
た
め
に
と
描

か
れ
て
い
ま
す
。

吉
永
師
自
ら
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
始
め
東
洋
各
地
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
各
地
を
旅
す
る
中
で
集
め
ら
れ
た
石
は
何
億
年
前
か
ら
の
生
命
で

も
あ
る
、
高
山
、
荒
涼
と
し
た
大
地
の
地
球
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
光

り
輝
く
宝
石
（
岩
彩
）
を
砕
き
、
絵
に
塗
り
込
め
ら
れ
た
飛
天
群
の

多
宝
塔
は
、
何
千
年
も
の
時
を
越
え
る
宇
宙
で
あ
り
、
曼
茶
羅
で
あ

り
、
洞
窟
一
面
に
描
か
れ
た
飛
天
群
の
壁
画
の
如
く
、
こ
れ
よ
り
千

年
先
ま
で
も
、
お
四
国
を
巡
礼
さ
れ
る
方
の
拠
り
所
と
し
て
在
り
続

け
る
こ
と
と
想
い
ま
す
。

今
年
は
十
月
一
日
（
火
）
の
開
白
法
要
よ
り
十
一
月
二
日
（
土
）
の
結

願
法
要
後
も
十
二
月
十
五
（
旦
ま
で
ご
開
帳
致
し
ま
す
。

美
し
い
飛
天
の
姿
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
吉
永
邦

治
師
に
よ
っ
て
、
三
年
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
た
飛

天曼茶羅。

こ
こ
四
国
霊
場
、
別
格
二
十
霊
場
札
所
・
鯖
大

師
本
坊
「
般
若
心
経
多
宝
塔
」
に
あ
ま
す
と
こ
ろ

な
く
飛
天
群
が
翔
舞
、
塔
内
陣
は
天
空
世
界
に

満
々
、
宙
の
か
な
た
へ
い
ざ
な
う
。

嘉
書
篝
邊
ご
開
壼
帳
繕
願
法
要

十
一
周
二
画
（
土
）
夜
七
時
よ
り



１

１

人
生
即
遍
路
」

｜歩くお遍路第十一一回

ことぶ急

民
宿
-
寿
食
堂
よ
り
第
六
番
・
安
楽
寺
は
近

い
。
紅
白
の
あ
ざ
や
か
な
山
門
の
第
七
番
・
十
楽
寺

く
ま
だ
に
じ

を
参
拝
す
る
。
十
楽
寺
よ
り
第
八
番
・
熊
谷
寺
ま
で

約
一
時
間
高
速
道
路
に
沿
う
よ
う
に
歩
く
。
熊
谷
寺

の
山
門
は
田
園
の
中
に
高
く
そ
び
え
る
。
境
内
に
は

丁
度
見
頃
の
あ
じ
さ
い
が
彩
る
。
十
八
日
は
観
音
さ

ん
の
日
、
御
開
帳
さ
れ
た
御
本
尊
、
千
手
千
眼
観
世

六
月
は
梅
雨
、
こ
の
季
節
の
遍
路
は
雨
と
暑
さ
が

最
も
気
に
な
る
。

りょうぜんじ

六
月
十
七
日
、
早
朝
、
第
一
番
・
霊
山
寺
を
参
拝
、

静
か
な
境
内
で
読
経
、
い
よ
い
よ
第
十
二
回
満
足
行

の
始
ま
り
で
あ
る
。

こんせん

霊
山
寺
か
ら
第
二
番
・
極
楽
寺
、
第
三
番
・
金
泉

じ寺
は
近
い
、
矢
つ
ぎ
早
に
打
つ
。
第
四
番
・
大
日
寺

を
参
拝
す
る
頃
よ
り
日
射
し
が
強
く
な
り
汗
が
吹
き

出
る
。
第
五
番
・
地
蔵
寺
は
境
内
の
中
央
に
樹
齢
八

百
年
の
大
イ
チ
ョ
ウ
、
大
師
堂
は
改
修
工
事
中
、
別

お
お
や
ま
じ

格
二
十
霊
場
第
一
番
・
大
山
寺
は
地
蔵
寺
よ
り
高
速

道
路
を
く
ぐ
り
二
時
間
半
の
登
り
、
特
に
山
門
よ
り

本
堂
ま
で
の
石
段
に
息
が
上
る
。
大
山
寺
は
源
義
経

が
戦
勝
祈
願
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

平
成
二
十
六
年
は
、
お
大
師
さ
ま
が
四
国
霊
場
を

開
創
さ
れ
一
千
二
百
年
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
満
足
行
は
、
こ
の
御
遠
忌
を
記
念
し
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
、
四
国
別
格
二
十
霊
場
を
巡
拝
、

お
大
師
さ
ま
の
同
行
二
人
の
御
誓
願
を
さ
ら
に
修
行

する。 四
国
八
十
八
ヶ
所
・
別
格
二
十
霊
場

四
国
霊
場
開
創
一
二
○
○
年
記
念

パ
-
由
満
足
行
巡
拝

十
八
日
は
観
世
音
菩
薩
の
御
縁
日

梅
雨
時
の
遍
路
の
大
事
は
雨
と
暑
さ

ま
ん
ぞ
〃
、
ぎ
よ
う
じ
ゅ
ん
ぱ
い

｜
’

六
月
十
九
日
午

前
五
時
、
藤
井
寺

本
堂
横
よ
り
登
り

始
め
る
。
お
大
師

さ
ま
が
休
ま
れ
た

ち
ょ
う
ど
あ
ん

長
戸
庵
、
柳
の
枝

を
地
に
さ
し
、
水

を
出
さ
れ
今
に
水

が
豊
か
に
流
れ
る

りゆうすいあん

柳
水
庵
、
大
杉
の

下
に
立
つ
大
き
なじ会う

修
行
大
師
像
の
浄

れ
ん
あ
ん

蓮
庵
、
何
度
来
て

も
こ
の
お
大
師
さ

渚繕薩が本堂に

燦
然
と
輝
く
。

ね
は
ん
し
ゃ
か
に
ょ
ら
い

浬
梁
釈
迦
如
来

の御本尊第九番．

法
輪
寺
は
田
園
のきり

中
、
第
十
番
・
切

は
た
じ

幡
寺
は
三
百
三
十

段
の
石
段
に
喘

ぐ
。
第
十
一
番
・

藤
井
寺
は
吉
野
川

を
間
に
対
岸
、
善

入
寺
島
か
ら
吉
野

せ
ん
す
い
亀
亨

川
の
潜
水
橋
を
渡

り
、
夕
方
五
時
前

に
着
き
参
拝
す
る
。

今
に
残
る
お
大
師
さ
ま
の
道

へ
ん
ろ
道
の
言
葉

焼
山
寺
越
え
て
ま
た
湧
く
わ
が
命
岡
田
守

美波町由岐「俳句の小径」句碑

平
成
閥
年

６
月
仰
日

よ
り

６
月
閉
日

第10番・切幡寺
はたきり観音 ｜

’
第12番．焼山寺
へんろ道入口

第11番・藤井寺への道
吉野川・潜水橋

-一本杉のお大師さま

六
月
二
十
二

日
、
恩
山
寺
の
前

よ
り
第
十
九
番
・

た
つ
え
じ

立
江
寺
に
歩
く
。

阿
波
の
関
所
寺
、

街
中
に
大
伽
藍
を

六
月
二
十
一
日
、
早
朝
に
大
日
寺
を
参
拝
し
朝
食

後
、
第
十
六
番
・
観
音
寺
よ
り
打
つ
。
第
十
七
番
・

い

ど

じ

井
戸
寺
を
参
拝
、
曇
り
空
で
涼
し
い
。
井
戸
寺
よ
り

鮎
喰
橋
を
渡
り
名
東
の
地
蔵
院
を
目
指
し
地
蔵
峠
越

え
を
す
る
。
国
道
五
十
五
号
バ
イ
パ
ス
を
歩
き
第
十

お
ん
ざ
ん
じ

八
番
・
恩
山
寺
、
お
大
師
さ
ま
が
お
か
あ
さ
ま
に
孝

養
を
尽
く
さ
れ
た
縁
起
の
寺
で
あ
る
。

じ
よ
う
ら
く
じ

十
四
番
・
常
楽
寺
と
逆
打
ち
を
す
る
。
国
分
寺
は
山

門
、
鐘
桜
堂
、
二
層
の
そ
び
え
る
本
堂
と
非
常
に
シ

ン
プ
ル
、
二
十
数
年
？
前
に
焼
失
し
た
大
師
堂
は
再

建
工
事
中
。
第
十
四
番
・
常
楽
寺
は
近
い
、
境
内
は

り
ゆ
う
す
い
が
ん
に
わ

自
然
石
を
利
用
し
た
「
流
水
岩
の
庭
」
は
風
情
が
あ

る
。
宿
は
第
十
三
番
・
大
日
寺
の
横
、
か
ど
や
旅
館

に宿泊。
が
絵
に
な
る
寺
で

あ
る
。
童
学
寺
よ

り
国
道
一
九
二
号

線
を
第
十
六
番
・

観
音
寺
の
近
く
ま

で
歩
き
、
第
十
五

番
・
国
分
寺
、
第

四
日
目
の
二
十
日
は
朝
か
ら
雨
、
台
風
接
近
と
の

こ
と
時
々
激
し
く
降
る
。
鍋
岩
よ
り
玉
ヶ
峠
に
登
り

あ
の

鮎
喰
川
北
岸
の
林
道
を
阿
野
に
下
る
。
別
格
霊
場
第

ど
う
が
く
じ

二
番
・
童
学
寺
は
用
水
池
の
ほ
と
り
に
小
さ
な
山
門

そ
、
？
ち

ま
に
は
感
激
さ
せ
ら
れ
る
。
左
右
内
の
集
落
か
ら
二
しょうさん

時
間
の
登
り
で
標
高
七
○
○
ｍ
の
第
十
二
番
・
焼
山

じ寺
に
着
く
、
折
か
ら
の
団
体
参
拝
の
遍
路
さ
ん
で
境

な
ぺ
い
わ

内
は
一
杯
、
参
拝
後
、
麓
の
鍋
岩
ま
で
一
気
に
下
る
。
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じ
げ
ん
じ
あ
な
ぜ
ん
じ
よ
う

星
の
岩
屋
と
慈
眼
寺
の
穴
禅
定

徳
島
市
街
を
通
ら
ず
地
蔵
峠
越
え

あ
く
い
が
わ

鮎
喰
川
を
眼
下
に
の
ど
か
な
山
の
へん
ろ
道

伊ｈロﾛ
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星の岩屋‘裏見の滝 別格第２番・童学寺山門 -

誇
る
。
立
江
寺
か
ら
番
外
、
星
の
岩
屋
に
登
る
。
一

昨
日
来
の
雨
で
滝
は
勢
い
よ
く
流
れ
、
一
層
幽
玄
な

気
が
漂
う
。
別
格
霊
場
第
三
番
・
慈
眼
寺
に
は
午
後

四
時
に
着
く
、
本
堂
ま
で
の
急
坂
を
登
り
穴
禅
定
修

行
を
す
る
。
毎
回
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
気
持
、
有

り
難
い
Ⅱ

り
別
格
第
四
番
・
鯖
大
師
本
坊
ま
で
は
二
十
一
ｍ
、

午
後
二
時
半
、
鯖
大
師
本
坊
に
着
き
パ
ー
ト
側
を
無

事に終る。

合
掌

同
行
者
十
二
名
（
途
中
参
加
者
を
含
む
）

歩

行

日

数

九

日

間

歩

行

距

離

二

二

二

帥

闘ｖ慨久柵胤Ⅲ鮒Ｙ倫剛

第
二
十
二
番
・
垂

み
な
み
ら
僖
牙
ゆ
き

歩
き
美
波
町
由
岐
、

ぎ
、
俳
句
の
標
柱

が
並
ぶ
俳
句
の
小

径を歩く。

第
二
十
三
番
・

や
く
お
う
じ

薬
王
寺
は
厄
除
の

寺
と
し
て
有
名
で

あ
る
。
薬
王
寺
よ

ま
で
下
り
第
二
十
一
番
・
太
龍
寺
へ
の
登
り
、
太
龍

み
な
み
し
や
し
ん
が

寺
は
西
の
高
野
山
と
言
わ
れ
る
大
伽
藍
、
南
捨
身
ヶ

だ
け嶽

の
お
大
師
さ
ま
を
参
拝
し
て
下
山
。
あ
せ
ぴ

六
月
二
十
四
日
、
太
龍
寺
の
麓
よ
り
阿
瀬
比
、
竹

お
お
れ

林
の
遍
路
道
を
歩
く
。
大
根
に
六
月
二
十
一
日
に
完

成
し
た
へ
ん
ろ
小
屋
、
「
祈
り
の
塔
」
斬
新
な
デ
ザ

イン
で
あ
る
。

六
月
二
十
三

日
、
勝
浦
町
棚
野

よ
り
第
二
十
番
・

鶴
林
寺
に
登
る
。

参
拝
後
、
一
気
に

す
い
い

那
賀
川
の
水
井
橋

ま
で
下
り
第
二
十

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■

し
お
き
い

・
い
み
ち

潮
騒
の
へ
ん
ろ
道
と
俳
句
の
小
径

平
等
寺
か
ら
国
道
五
十
五
号
線
を

澪
久
し
振
り
に
海
の
匂
い
を
か

＝

ヨ
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＝ 一逵轟＝
第23番・薬王寺の環祇塔 ﾍんろ小屋(祈りの塔）

’

か
く
り
ん
じ

た
い
り
ゆ
う
じ

鶴
林
寺
よ
り
西
の
高
野
山
、
太
龍
寺


